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「ＩｏＴ－Ｒ」をマイコンメーター
ＰＲ型に取り付けた

「ⅠｏＴ－Ｓｍａｒｔ７Ｒ」で次代開く
　
当
社
は
２
年
半
余
り
前
、
２
０

１
８
年
か
ら
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
集
中
監
視

の
検
討
を
始
め
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事

業
の
業
務
の
あ
り
方
や
人
材
配

置
、
組
織
体
制
を
見
直
す
「
令
和

の
大
改
革
」
を
開
始
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
と
重
な
っ
て
お
り
、
改
革
を

進
め
る
手
段
と
し
て
最
適
な
「
Ｉ

ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
」
の
導

入
を
決
断
し
た
。

　
直
売
部
門
の
検
針
は
従
来
、
戸

建
て
住
宅
や
遠
隔
地
を
社
員
、
集

合
住
宅
を
パ
ー
ト
が
担
当
し
て
い

た
。
ガ
ス
消
費
量
が
多
い
優
良
顧

客
を
社
員
が
回
り
、
接
点
活
動
を

行
い
営
業
に
結
び
付
け
よ
う
と
い

う
考
え
に
基
づ
い
て
お
り
、
15
年

間
ほ
ど
同
じ
体
制
が
続
い
た
。
営

業
マ
ン
は
顧
客
７
０
０
件
ほ
ど
の

エ
リ
ア
を
担
当
し
販
売
や
保
安
、

入
退
去
、
メ
ー
タ
ー
交
換
、
回
収

な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
共

働
き
世
帯
が
増
え
、
平
日
の
昼
間

に
訪
問
し
て
も
営
業
に
つ
な
が
る

話
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。

　
本
部
は
た
だ
「
頑
張
っ
て
売

れ
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ス
タ

ッ
フ
の
行
動
を
考
慮
し
て
戦
略
を

立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
営

業
マ
ン
の
仕
事
の
進
め
方
を
知
る

た
め
、
改
め
て
徹
底
的
に
日
報
を

分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
３
分
の

１
の
時
間
を
検
針
に
費
や
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
社
員
が
時
間
を
割
い
て
遠
隔
地

に
出
向
き
、
接
点
活
動
の
機
会
も

な
く
検
針
だ
け
を
行
う
状
況
を
何

と
か
せ
ね
ば
と
、
問
題
意
識
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
の
話
を

い
た
だ
い
た
。
東
洋
計
器
の
考
え

に
共
感
を
抱
き
、
土
田
泰
秀
社
長

を
は
じ
め
同
社
幹
部
に
来
社
い
た

だ
き
、
会
社
同
士
の
信
頼
関
係
で

Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
を
選

ん
だ
。
東
洋
計
器
は
分
計
に
よ
る

料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
な
ど
販
売

法
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ

る
。
せ
っ
か
く
新
技
術
を
導
入
す

る
な
ら
、
そ
れ
を
生
か
し
た
新
た

な
販
売
法
を
提
案
し
て
く
れ
る
メ

ー
カ
ー
が
望
ま
し
い
と
考
え
た
。

　
19
年
７
月
末
に
第
１
号
を
本
社

に
設
置
、
２
年
間
で
１
万
５
千
件

に
取
り
付
け
る
計
画
を
立
て
た
。

約
３
万
件
の
直
売
顧
客
の
50
％
に

設
置
し
、
第
二
号
認
定
販
売
事
業

者
の
要
件
を
満
た
す
た
め
だ
。
実

際
に
は
半
年
前
倒
し
で
、
21
年
１

月
中
に
到
達
す
る
予
定
で
あ
る
。

業
務
の
３
分
の
１
を
占
め
た
検
針

を
自
動
化
す
れ
ば
マ
ン
パ
ワ
ー
に

余
裕
が
出
る
。
60
人
の
営
業
マ
ン

が
い
れ
ば
単
純
計
算
で
20
人
分
の

余
力
が
生
じ
る
。
そ
の
力
を
新
規

開
拓
と
設
備
工
事
に
振
り
向
け
、

収
益
力
と
生
産
性
を
高
め
た
。

　
現
在
は
、
支
店
所
属
だ
っ
た
開

発
部
隊
を
本
社
に
集
め
非
住
宅
部

門
の
開
発
に
注
力
し
て
い
る
。
減

少
傾
向
に
あ
る
新
規
の
集
合
物
件

に
代
わ
り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
や
飲
食
店
、
ロ

ー
ド
サ
イ
ド
店
、
高
齢
者
施
設
な

ど
業
務
用
へ
の
提
案
を
強
め
た
。

　
20
年
９
月
に
は
工
事
部
隊
を
組

織
化
し
て
姫
路
市
内
に
設
備
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
た
。
当
社
の
社
員

は
多
く
の
資
格
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
れ
を
武
器
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
営
業
に
専

念
し
工
事
を
外
注
す
る
ケ
ー
ス
が

大
半
で
、
コ
ス
ト
が
発
生
し
て
い

た
。
内
製
化
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減

す
る
と
同
時
に
、
播
磨
地
域
の
同

業
者
の
受
け
皿
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
工
事
力

を
提
供
し
、
お
互
い
の
利
益
に
つ

な
げ
た
い
。
交
換
が
ピ
ー
ク
に
近

づ
く
バ
ル
ク
取
り
替
え
工
事
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
残
る
40
人
の
業
務
の
あ
り
方
も

大
き
く
変
わ
る
。
20
年
８
月
に
姫

路
支
店
姫
路
営
業
所
で
稼
働
し
た

カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
と
Ｃ
Ｒ
Ｍ

（
カ
ス
タ
マ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
の

活
用
で
効
率
化
す
る
。
各
営
業
所

で
受
け
て
い
た
顧
客
か
ら
の
電
話

依
頼
を
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
が

一
括
で
受
け
、
司
令
塔
と
な
り
ス

タ
ッ
フ
に
伝
え
る
仕
組
み
だ
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
各
自
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
音
声
入
力
で
Ｃ
Ｒ
Ｍ

に
仕
事
の
状
況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

報
告
。
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
ベ
ー

ス
に
業
務
を
最
適
に
割
り
振
る
。

報
告
は
日
報
と
な
り
、
直
属
上
司

や
部
門
ト
ッ
プ
が
閲
覧
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。
き
め
細
か
な
対
応

で
顧
客
と
の
関
係
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
い
ず
れ
カ
ス
タ
マ
ー
セ

ン
タ
ー
を
起
点
と
す
る
ウ
ェ
ブ
で

の
情
報
発
信
も
行
う
考
え
だ
。
ま

た
、
入
退
去
業
務
の
一
部
を
パ
ー

ト
に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
検
討

す
る
。

　
社
内
体
制
が
整
え
ば
、
今
後
は

Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
の
多

様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
に
進
み

た
い
。
分
計
機
能
を
使
っ
た
料
金

メ
ニ
ュ
ー
や
接
点
活
動
は
楽
し
み

な
分
野
だ
。
高
齢
者
元
気
情
報
の

発
信
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。
取
引
先
販
売
店
で
も
マ

ン
パ
ワ
ー
の
有
効
活
用
が
課
題
に

な
っ
て
お
り
、
数
店
が
端
末
設
置

を
開
始
す
る
な
ど
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
集
中
監
視
は
単
な
る

検
針
自
動
化
で
は
な
く
、
業
務
の

進
め
方
や
組
織
の
あ
り
方
に
か
か

わ
る
改
革
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い

く
。
そ
れ
こ
そ
が
当
社
の
令
和
の

大
改
革
で
あ
る
。
集
中
監
視
の
設

置
率
が
50
％
に
達
す
れ
ば
認
定
販

売
事
業
者
の
申
請
を
行
う
予
定
。

認
可
が
出
れ
ば
緊
急
時
対
応
の
要

件
が
緩
和
さ
れ
る
の
で
、
ま
ず
保

安
委
託
を
自
社
に
戻
す
と
と
も

に
、
広
が
っ
た
エ
リ
ア
で
の
新
規

開
拓
に
取
り
組
む
。
い
ず
れ
拠
点

の
再
配
置
に
も
踏
み
込
み
た
い
。

当
業
界
は
他
業
界
に
比
べ
Ｉ
Ｔ
化

や
効
率
化
が
遅
れ
て
い
た
が
、
Ｌ

Ｐ
Ｗ
Ａ
集
中
監
視
の
導
入
で
よ
う

や
く
他
業
界
に
追
い
つ
け
る
。
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
事
業
者
が
攻
め
の
経
営
を

行
う
に
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
集
中
監
視

は
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

増田哲彦社長
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
期
待

営
業
と
工
事
力
強
化

業務見直し

　
ダ
イ
ネ
ン
は
19
年
７
月
か

ら
１
年
半
で
直
売
顧
客
の
50

％
、
１
万
５
千
件
に
東
洋
計

器
製
の
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
送
信
端
末

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
」
を
設
置
し

た
。
中
心
と
な
っ
て
ほ
ぼ
専

任
で
作
業
し
た
の
が
当
時
の

新
入
社
員
２
人
。
従
来
型
の

集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
と
異
な

り
、
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ

る
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
な
ら
で
は
の
ス

ピ
ー
ド
感
だ
。
ま
ず
は
遠
隔

地
か
ら
付
け
始
め
、
営
業
担

当
の
エ
リ
ア
ご
と
に
普
及
さ

せ
た
。

　
検
針
自
動
化
に
よ
り
現
場

か
ら
は
歓
迎
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
「
マ
イ
コ
ン
メ
ー

タ
ー
は
家
の
裏
側
な
ど
、
お

客
さ
ま
へ
の
断
り
な
し
に
は

入
り
づ
ら
い
場
所
に
設
置
し

て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
。
そ
の
よ
う
な
お
宅
は
事

前
に
連
絡
し
、
お
客
さ
ま
に

在
宅
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
が
、
自
動
化

で
お
客
さ
ま
も
わ
れ
わ
れ
も

負
担
が
な
く
な
っ
た
」
と
い

う
。
ま
た
市
街
地
で
駐
車
場

を
探
す
時
間
な
ど
、
検
針
業

務
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
た

数
々
の
ロ
ス
を
省
く
こ
と
が

で
き
た
。

　
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
省
力
化
で
き
た
効
果
も
大

き
い
。
同
社
は
か
つ
て
有
線

の
集
中
監
視
に
取
り
組
み
、

最
大
40
％
に
普
及
さ
せ
た
こ

　
ダ
イ
ネ
ン
（
本
社
・
姫
路
市
、
増
田
哲
彦
社
長
）
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事

業
の
仕
事
の
進
め
方
や
人
材
配
置
、
組
織
の
あ
り
方
を
見
直
す
「
令

和
の
大
改
革
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
改
革
の
た
め
の
重
要
な
ツ
ー

ル
が
東
洋
計
器
（
同
・
松
本
市
、
土
田
泰
秀
社
長
）
の
開
発
し
た
Ｌ

Ｐ
Ｗ
Ａ
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
「
Ⅰ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
」
で
あ

る
。
ダ
イ
ネ
ン
は
同
シ
ス
テ
ム
を
全
国
に
先
駆
け
第
１
号
と
し
て
導

入
、
２
０
１
９
年
７
月
か
ら
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
用
送
信
端
末
の
取
り
付

け
を
始
め
た
。
21
年
１
月
中
に
直
売
顧
客
の
50
％
、
１
万
５
千
件
に

普
及
さ
せ
る
。
自
動
検
針
で
余
裕
が
生
ま
れ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
新
規

開
拓
や
工
事
部
門
に
投
入
、
顧
客
接
点
を
強
め
な
が
ら
強
靭
な
経
営

体
制
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
。
業
界
が
注
目
す
る
Ⅰ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ

ｔ
７
Ｒ
が
切
り
開
く
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
の
新
た
な
姿
を
展
望
す
る
。

集
中
監
視
で
合
理
化

通
信
端
末

先
行
設
置 
月
内
に
1.5
万
件
普
及

検針・保安

と
も
あ
っ
た
。
だ
が
顧
客
の

回
線
状
況
の
変
化
に
よ
り
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
に
な

り
、
次
第
に
普
及
率
が
低
下

し
て
し
ま
っ
た
。
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ

な
ら
ば
顧
客
の
回
線
に
か
か

わ
り
な
く
使
用
で
き
る
。
万

一
、
何
ら
か
の
事
情
で
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
必
要
に
な
っ
て

も
戸
外
で
作
業
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
、
現
場
の
負
担
感

は
軽
い
。

ダ
イ
ネ
ン

令
和
の
大
改
革
を
推
進

　
顧
客
マ
ス
タ
ー
の
登
録

は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ

７
Ｒ
を
通
じ
て
複
数
の
得
意

先
を
一
括
で
処
理
で
き
る
。

準
備
と
し
て
、
顧
客
情
報
を

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
（
指
定
レ
イ
ア

ウ
ト
）
に
入
力
し
、
一
括
登

録
用
ソ
フ
ト
を
用
い
て
登
録

用
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
を
作
成
。

Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
顧
客

マ
ス
タ
ー
の
一
括
登
録
が
完

了
す
る
。

　
一
括
登
録
で
き
る
マ
ス
タ

ー
情
報
は
①
得
意
先
名
②
住

所
③
電
話
番
号
④
任
意
情
報

（
建
物
コ
ー
ド
）
⑤
容
器
重

量
、
本
数
、
交
換
方
法
⑥
メ

ー
タ
ー
情
報
（
型
式
、
残
量

し
き
い
値
な
ど
）
⑦
接
点
接

続
（
接
続
機
器
、
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ

Ｆ
Ｆ
）

―
の
七
つ
。
１
件

ご
と
に
登
録
す
る
手
間
が
省

顧
客
マ
ス
タ
ー
登
録

制
御
も
一
括
可
能
に

け
、
登
録
作
業
の
迅
速
化
と

負
荷
軽
減
に
役
立
つ
。

　
ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ

ｒ
ｔ
７
Ｒ
に
は
複
数
得
意
先

セ
ン
タ
ー
ロ
ー
ド
機
能
が
あ

り
、
複
数
得
意
先
を
一
括
し

て
遠
隔
操
作
で
き
る
利
便
性

も
備
え
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
随
時
検
針
や
閉
栓
動
作

な
ど
に
加
え
、
圧
力
デ
ー
タ

の
参
照
、
メ
ー
タ
ー
設
定
の

書
き
込
み
や
遮
断
履
歴
の
読

み
込
み
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
１
件
ず
つ
セ
ン
タ

ー
ロ
ー
ド
操
作
を
し
な
い
た

め
、
業
務
負
荷
の
軽
減
に
つ

な
が
る
。

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
は
事
前
に
Ｉ

ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
に

顧
客
マ
ス
タ
ー
の
登
録
を
済

ま
せ
て
お
く
こ
と
で
、
集
中

監
視
セ
ン
タ
ー
の
人
員
の
手

を
介
さ
ず
、
い
つ
で
も
ど
の

端
末
で
も
取
り
付
け
が
行
え

る
こ
と
が
特
徴
だ
。

　
現
場
で
の
設
置
作
業
は
、

ミ
ス
な
く
時
間
短
縮

現
場
で
取
り
付
け
完
結

工
事
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ

専
用
リ
チ
ウ
ム
電
池
を
接
続

し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
を
起
動
し

た
後
、
電
界
強
度
の
測
定
で

Ｌ
Ｔ
Ｅ
通
信
が
可
能
な
こ
と

を
確
認
（
緑
点
灯
）
、
端
末

を
ガ
ス
配
管
な
ど
に
イ
ン
シ

ュ
ロ
ッ
ク
で
固
定
し
、
メ
ー

タ
ー
の
Ｄ
Ｔ
・
Ｓ
Ｇ
端
子
と

二
芯
線
で
結
線
す
る
。

　
続
く
設
定
作
業
で
は
現
場

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か

ら
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
工

事
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
」
に
ロ
グ
イ
ン

し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ

７
Ｒ
に
事
前
登
録
し
た
顧
客

マ
ス
タ
ー
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
の

情
報
を
ひ
も
づ
け
る
。
各
端

末
に
貼
付
し
て
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で
読
み

込
む
と
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

通
信
で
指
針
値
だ
け
で
な
く

メ
ー
タ
ー
製
造
番
号
も
取
得

す
る
。
読
み
込
ん
だ
メ
ー
タ

ー
製
造
番
号
を
基
幹
シ
ス
テ

ム
内
の
製
造
番
号
と
照
合
す

る
こ
と
で
、
設
置
先
が
一
致

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

で
き
る
の
で
端
末
の
設
置
ミ

ス
防
止
に
役
立
つ
。

　
工
事
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
で
設
置
先

の
指
針
値
な
ど
固
有
情
報
を

確
認
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
か
ら

運
用
開
始
通
報
を
上
げ
る
こ

と
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
の
設
定

作
業
が
現
場
の
み
で
完
結
す

る
。
従
来
の
テ
レ
メ
設
置
作

業
の
よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー
と

の
電
話
に
よ
る
や
り
取
り
は

不
要
だ
。
工
事
完
了
後
に
事

務
所
で
の
登
録
作
業
も
省
け

る
の
で
、
１
件
当
た
り
の
作

業
時
間
が
短
く
て
済
む
。

常
時
監
視

緊
急
連
絡 

マ
ル
チ
セ
ン
タ
ー
が
対
応

パ
ソ
コ
ン
１
台
で
容
易
に

　
ダ
イ
ネ
ン
が
導
入
し
た

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７

Ｒ
」
の
構
造
上
の
特
徴
は
、

パ
ソ
コ
ン
１
台
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
運
用

を
始
め
ら
れ
る
こ
と
だ
。
販

売
管
理
シ
ス
テ
ム
と
集
中
監

視
シ
ス
テ
ム
を
共
用
し
て
オ

ペ
レ
ー
ト
対
応
で
き
る
。
シ

ス
テ
ム
を
扱
う
担
当
者
ご
と

に
個
別
ア
カ
ウ
ン
ト
を
設

け
、
各
自
が
ロ
グ
イ
ン
し
て

操
作
す
る
。

　
顧
客
マ
ス
タ
ー
登
録
、
通

報
履
歴
照
会
、
随
時
検
針
や

遠
隔
開
閉
栓
、
毎
日
検
針
デ

ー
タ
の
確
認
な
ど
の
基
本
機

能
を
持
っ
て
お
り
、
専
用
の

通
報
受
信
ア
プ
リ
を
使
え
ば

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
通
報
デ
ー

タ
を
確
認
で
き
る
。
各
営
業

所
で
運
用
し
、
営
業
所
管
轄

の
顧
客
照
会
や
通
報
デ
ー
タ

の
確
認
、
遠
隔
操
作
が
で
き

る
。
通
報
デ
ー
タ
は
フ
ァ
ク

ス
や
メ
ー
ル
で
転
送
可
能
。

例
え
ば
保
安
情
報
や
配
送
情

報
な
ど
、
情
報
の
種
別
ご
と

に
転
送
先
を
設
定
で
き
、
転

送
内
容
を
任
意
に
設
定
可
能

な
の
で
、
事
業
者
ご
と
に
運

用
方
法
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

き
る
。

　
専
用
の
通
報
受
信
ア
プ
リ

システム共用で販売管理も

遠隔開閉栓や
随時・毎日検針

　ダイネンが導入した「ＩｏＴ－Ｓ
　ｍａｒｔ７Ｒ」のメニュー画面

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
パ
ソ

コ
ン
と
パ
ト
ラ
イ
ト
を
Ｕ
Ｓ

Ｂ
接
続
す
れ
ば
、
10
秒
ご
と

に
更
新
さ
れ
る
通
報
デ
ー
タ

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
信

し
、
緊
急
通
報
時
に
パ
ト
ラ

イ
ト
が
鳴
動
し
て
異
常
を
知

ら
せ
る
。
パ
ト
ラ
イ
ト
が
鳴

動
す
る
受
信
種
別
の
設
定
な

ど
各
種
条
件
は
、
事
業
者
ご

と
に
設
定
で
き
る
た
め
、
各

社
の
保
安
ル
ー
ル
に
基
づ
い

た
運
用
が
可
能
に
な
る
。

　
東
洋
計
器
の
サ
ポ
ー
ト
力

も
大
き
な
特
徴
だ
。
東
洋
計

器
マ
ル
チ
セ
ン
タ
ー
は
24
時

間
体
制
に
よ
る
認
定
保
安
機

関
で
あ
り
、
ダ
イ
ネ
ン
と
保

安
業
務
委
託
契
約
を
結
び
、

緊
急
時
連
絡
業
務
（
第
７

号
）
を
請
け
負
っ
て
い
る
。

緊
急
情
報
受
信
時
は
マ
ル
チ

セ
ン
タ
ー
か
ら
消
費
者
に
連

絡
、
対
応
結
果
を
ダ
イ
ネ
ン

に
報
告
す
る
。
保
安
業
務
に

と
ど
ま
ら
ず
、
顧
客
マ
ス
タ

ー
登
録
を
含
め
た
セ
ン
タ
ー

対
応
業
務
内
容
を
東
洋
計
器

が
請
け
負
い
、
迅
速
で
丁
寧

な
対
応
を
心
掛
け
て
い
る
。

　
顧
客
情
報
の
自
動
連
携
も

便
利
な
機
能
だ
。
従
来
は
入

退
去
な
ど
顧
客
情
報
の
変
更

に
伴
い
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
側

と
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７

Ｒ
側
の
顧
客
情
報
を
二
重
に

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
今
回
の
シ
ス
テ
ム
連

携
で
は
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
側

で
変
更
し
た
顧
客
情
報
が
Ｉ

ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
側

で
も
逐
次
、
同
一
内
容
に
更

新
さ
れ
る
。
二
重
修
正
の
手

間
を
省
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、

顧
客
情
報
変
更
時
の
変
更
忘

れ
が
な
く
な
っ
た
。

　
手
軽
に
集
中
監
視
シ
ス
テ

ム
が
導
入
で
き
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
は
、
保
安

セ
ン
タ
ー
と
し
て
十
分
な
機

能
を
果
た
せ
る
の
で
、
費
用

の
面
で
保
安
セ
ン
タ
ー
構
築

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
も
、
パ

ソ
コ
ン
１
台
で
同
等
の
シ
ス

テ
ム
を
構
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
の
低
さ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
度
な

発
展
性
の
あ
る
事
業
展
開
が

見
込
め
る
の
も
大
き
な
魅
力

で
あ
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ

ｒ
ｔ
７
Ｒ
は
単
な
る
集
中
監

視
シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
ら

ず
、
七
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

展
開
で
き
る
。

　
コ
ン
テ
ン
ツ
は
Ｒ
１
～
Ｒ

４
の
「
攻
め
」
と
、
Ｒ
５
～

Ｒ
７
の
「
守
り
」
が
あ
る
。

Ｒ
１
（
お
得
な
料
金
メ
ニ
ュ

ー
）
は
Ｐ
Ｒ
型
メ
ー
タ
ー
の

分
計
機
能
を
使
っ
た
毎
日
の

検
針
デ
ー
タ
を
利
用
、
顧
客

に
最
適
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を

提
案
で
き
る
。
Ｒ
２
（
ガ
ス

機
器
劣
化
予
測
）
は
用
途
別

分
計
デ
ー
タ
か
ら
機
器
の
累

計
使
用
量
を
推
計
、
劣
化
予

測
し
事
故
防
止
と
買
い
替
え

に
役
立
て
る
。
Ｒ
３
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
見
え
る
化
）
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
、
使
用

状
況
の
可
視
化
や
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
情
報
発
信
を
行
う
。

Ｒ
４
（
高
齢
者
元
気
情
報
提

供
）
は
毎
日
の
ガ
ス
の
使
い

始
め
を
離
れ
て
暮
ら
す
家
族

に
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る
。

　
Ｒ
５
（
配
送
最
適
化
情

報
）
は
毎
日
検
針
の
デ
ー
タ

を
Ａ
Ｉ
で
分
析
、
最
適
な
配

送
を
予
測
す
る
ス
キ
ー
ム
。

Ｒ
６
（
プ
リ
ペ
イ
ド
サ
ー
ビ

ス
）
は
請
求
書
を
不
要
と

し
、
完
全
回
収
を
実
現
す

る
。
Ｒ
７
（
ｅ
ガ
ス
チ
ケ
ッ

ト
）
は
ガ
ス
料
金
の
請
求
、

決
済
、
督
促
を
一
括
し
て
自

動
化
す
る
も
の
だ
。
七
つ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す
れ
ば

付
加
価
値
の
高
い
顧
客
サ
ー

ビ
ス
や
業
務
合
理
化
に
つ
な

が
る
次
世
代
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事

業
経
営
が
可
能
に
な
る
。

「工事Ｎａｖｉ」によりメーターの
検針値と製造番号の確認が現場で完
結する

「ＩｏＴ－Ｓｍａｒｔ７Ｒ」を活用した
運用イメージ

現場で「ＩｏＴ－Ｒ」の取り付けに要する
時間は10分程度

顧客マスターの一括登録ソフトによる連携方法


